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みなとパーク芝浦
木と緑を纏う集合体のような建築

みなとパーク芝浦は、行政サービス、生涯学習、健康増進などの機能を有する区最大規模の公共複合施設である。芝浦港南地区総合支所
をはじめ、区と区民が地域課題解決を図る区民協働スペース、健康増進に寄与するスポーツセンター、２３区初の介護予防専門施設、男
女平等参画センター消費者センターなど多数の施設が含まれる。人口増加や国際化が進む湾岸地域において、ここでは施設需要の増加
や多様化に応える新しいコミュニティづくりの拠点としての役割が求められた。
当該計画は、田町駅東口北地区で進行する街づくりの一部に位置付けられ、周辺は現在も整備途上の段階にある。また東日本大震災の発
生を受けて工事を１年中断し、津波の影響等を考慮した防災機能強化や木質材化推進等の見直しが行われた。あわせて当初予定されて
いたホール棟がいったん中止となり、当該部分は将来の施設建設の余地を残す広場として整備されている。
施設は、多様な利用者が訪れる立地にあって、あらゆる方が安全・安心に長く使い続けられる公共建築としての基本機能を満たした上で、
自然との共生に力点をおいて計画された。極力空調や人工照明を用いずに快適性を得る等、機械に頼らない計画を基本にしながら、建物
の需要を踏まえたエネルギー供給が成され、状況に応じて施設内環境を自動制御する等、先端技術を伴って環境負荷低減を図っている。
一方、光や風、豊かな緑や素材感等、自然の恵みを随所で感じられる空間を目指す中、「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度」のモデル
プランとして内外装のさまざまな部位に木材を用いる取組みや、長期間かけて都心に森を形成する計画地全体での緑化計画は、経年で
風合いを増し徐々に魅力がはぐくまれる施設づくりにつながると考える。
公共の場は、本来使い手がその空間を形づくっていくものである。
そのため、公共施設には時代の変化に追従する柔軟性や拡張性、あるいは区民自らが手を加えることを許容する包容力といったものが求
められる。この建物では、自然への歩み寄りと活動が映えるシンプルな設えで、人と時代に応えるリベラリティを備えている。そして、木と緑
で統一感を持たせながらも敢えて変化に富んだ意匠で設えることにより、自然素材の個性を許容しながら公共施設に必要な冗長性に応
え、区民とともに成長する施設づくりに繋げている。
．
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上：東側外観。膜と木ルーバーを備えた立面上：東側外観。膜と木ルーバーを備えた立面

下：南側外観夜景。
　  手前の天井に木ルーバーを用いた
　  ペデストリアンデッキは
　  将来、ＪＲ田町駅まで接続する予定。

下：南側外観夜景。
　  手前の天井に木ルーバーを用いた
　  ペデストリアンデッキは
　  将来、ＪＲ田町駅まで接続する予定。



施設の中心､外部の延長として環境制作施策を展開し、様々な木材が集合したアトリウム
利用者は皆ここから各施設へ
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左：区民ギャラリー内観。
　　ムクのスギ・ヒノキに
　　つつまれる空間。
上：リーブラホール内観
　　一部には漆を使用している。
右下：総合支所内観
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多様な営みが行われる行政施設。
ふんだんに木材が使われている。
区民協働の空間
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木材と自然エネルギー利用の
体育施設大空間。
区民の交流・憩いの空間

左：プール　
　　日射遮蔽とプライバシー配慮
　　を考えた格子ルーバー
上：張弦梁の屋根による
　　アリーナ全景
右下：サブアリーナ



施設概要

名　　称：みなとパーク芝浦

工 事  名：田町駅東口北地区公共公益施設

住居表示：東京都港区芝浦一丁目16番1号

地名地番：東京都港区芝浦一丁目61番1の一部、61番3の一部、

 61番4の一部、61番5の一部、61番10の一部

用途地域：準工業地域（400/60）、防火地域

日影規制：　な　し

用　　途：行政施設、スポーツセンター、レストラン、売店等

工事種別：　新　築

敷地面積：20,179.06 ㎡

建築面積：  9,221.60 ㎡

延床面積：50,724.90 ㎡　（容積対象延床面積　42,465.22 ㎡）

容 積 率 ：　 210.44 ％

田町駅東口北地区公共公益施設　建物概要

案内図
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建物高さ：      54.90 ｍ

建物規模：地下1階、地上8階

構　　造：鉄骨造 （一部鉄骨鉄筋コンクリート造、

 鉄筋コンクリート造）、免震構造

基礎構造：場所打ちコンクリート杭基礎

駐車台数：188台（障害者用6台、荷捌き用7台）

駐輪台数：427台

ﾊﾞｲｸ置場： 20台

整備施設：芝浦港南地区総合支所、男女平等参画センター、

消費者センター、スポーツセンター、介護予防総合センター　等

建築主：港区長　

設計者：株式会社　ＮＴＴファシリティーズ　

施工者：鹿島・きんでん・東熱・須賀異業種建設共同企業体　

断面図　S=1/800

介護予防総合センター

プール

サブアリーナ

競技場2,3

スポーツセンター アリーナ

武道場1,2,3

アトリウム
芝浦港南地区総合支所

トレーニングパーク/競技場1

消費者センター

防災センター

駐車場

男女平等参画センター

地域冷暖房室

電気室

受入施設

需要量によりエネルギーの需給の最適化を図ります

雨水処理
機械室

燃料
ポンプ室

消火
ポンプ室

総合支所等 男女平等参画
センター

共用部区民協働
スペース

スポーツ
センター

消費者
センター

介護予防
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屋根 フッ素ガルバリウム鋼板 元旦ビューティ―工業　マッタラールーフ７型、マッタラーソーラー

外壁 PCCW　アルミ切板打込み、PCCW 

 研ぎ出し仕上げ、PCCW　フッ素樹脂塗装 富士セメント工業

木ルーバー 熱処理加工木材 江間忠　エステックウッド

 再生木ルーバー リフォジュール　プラスッド

開口部 アルミカーテンウォール LIXIL、三協立山

外構 インターロッキングブロック 

アトリウム 床 石張り（花崗岩）、フローリング（大建工業）

 壁 天然木練り付け不燃合板、人造大理石、天然木リブ

 天井 木質ルーバー（スギ）

区民ギャラリー 床 石張り（花崗岩）

 壁 天然木無垢板、天然木リブ

 天井 岩綿吸音板（高天井部リブ付）

総合支所事務室 床 タイルカーペット（東リGA100W）

 壁 EP

 天井 岩綿吸音板（大建工業　ダイロートン　トラバーチン）

プール 床 ビニル床シート（タキロン　タキストロンNS MT900）

 壁 磁器質タイル150角、50角

 天井 膜材天井（太陽工業 CMX220、BATYLINE）

 木ルーバー （越井木材　サーモウッド）

アリーナ 床 フローリング（北海道パーケット　ナラ）

 壁 天然木練り付け不燃合板

 天井 木繊セメント板

競技場2・３ 床 スポーツ用長尺弾性床材（アドヴァン　ABGY8403、8301 ）

 壁 木繊セメント板

 天井 岩綿吸音板+EP

体育器具 セノー

図書コーナー書架 日本ファイリング

ロールバックチェア コトブキシーティング

FRPプール ヤマハ発動機

アリーナ観客席 アイチ

総合支所窓口カウンター コクヨ

バトン サンケン・エンジニアリング

光ダクト マテリアルハウス

 PH3階         73.500 73.500 

 PH2階         70.060 70.060 

 PH1階         227.770 227.770 

 8階    1,938.850     190.010 2,128.860 

 7階    525.278    178.820 581.482 1,285.580 

 6階    2,282.271     473.919 2,756.190 

 5階    5,519.271     485.449 6,004.720 

 4階    4,357.392     587.888 4,945.280 

 3階    5,685.878     659.452 6,345.330 

 2階     4,676.646    1,564.854 6,241.500 

 1階 439.379 567.801 481.296  2,466.355 560.342 114.049  4,235.604 8,864.826 40.244

 地下1階 6,326.850    1,561.800   18.420 3,833.970 11,741.040 

 合計 6,7663299 567.801 481.296 20,308.940 8,704.801 560.342 114.049 197.240 12,983.958 50,684.656 40.244

  7,334.030          

 総計           50,724.90

 用途 駐車場 駐輪場 リーブラ スポーツ 総合所・ レストラン 売店 共用部・ 共用部・ 合計 連絡通路

    ホール センター 行政施設   その他 その他  愛育接続部

     体育館 事務所 飲食店舗 物販店舗 自家発電用 その他  

 床面積        設備   

外部仕上げ

内部仕上げ

主な使用機器

面積表

仕上げ表
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レストラン
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事務室研修室

事務室

実習室 講習室
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ルーム

事務室

更衣室 更衣室

受付

多目的室

プール

太陽光パネル

トレーニング
パーク

多目的室

学習室

ロビー

ESCロビー ESCロビー

テラスペデストリアンデッキ

図書資料室

造形表現室
／料理室

介護予防
活動室

介護予防
活動室

機械室 受水槽

倉庫

倉庫

総合支所等 男女平等参画
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介護予防
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機械室
地域冷暖房冷

却塔

プール
上部

サブアリーナ
上部

アリーナ
上部

サブアリーナ
上部

アリーナ
上部

吹抜

サブアリーナ

武道場3

武道場2 アリーナ

会議室

武道場1

競技場2 屋上
（屋上緑化）

太陽光パネル

太陽光発電

競技場１

ESCロビー

ロビー

テラス
ESCロビー

ロビー

ロビー

ランニングコース
ランニングコース

テラス

テラス

テラス

ESCロビー
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区民の森
木と緑を纏う集合体のような公共建築　

１．区民が主役になれる場をつくる

　区民の活動が街に伝わる開放的な設えや見る見られるの関係が生まれる透明感ある空間づくり

によって、ぶらりと立ち寄って交流が生まれ、様々な活動に参加できる施設づくりを行っています。

木や緑に囲われる中で区民の営みが際立つシンプルで明るいデザインを基調としています。

３．長く関わり続ける施設づくりを行う

　バルコニーの設置を基本とする等、いずれの部位も安全にメンテナンスできる計画とすること

に加え、時が経つと風合いの増す設えや緑によって徐々に魅力が育まれる施設づくりを試みてい

ます。また、公共施設に求められる冗長性・可変性・拡張性に応える為、施設全体を完結する単

一形態ではなく、多様性を有する集合体としてデザインしています。

２．都心で自然を感じる環境を築く

　環境負荷を減らすことに加え、風や光、豊かな緑や素材感といった自然の恵みを随所に感じるこ

とのできる空間を構成しています。木材などの自然素材を用いるにあたっては、画一的なモチーフ

を繰返すのではなく、変化を持たせたデザインを展開することで、素材の個性を許容する受け皿と

なり得る計画としています。

４．「安全・安心」を第一に考える

　災害に強い施設づくりにはじまり、見通しがよく、わかりやすい空間構成から角のない設えまで、

誰もが安心して利用できる環境を築いています。都会的である中にも暖かみを感じさせる安心感

のある設えで、ユニバーサルデザインの考え方に基づき、より多くの方に使っていただける施設

を目指しています。
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STEP２　公共公益施設が竣工した状態

STEP３　区施設の全て、公園、医療施設が竣工した状態

STEP１　区施設着工直後の状態

スマートエネルギーネットワーク
低炭素で防災に強いまちづくりを先導しています。

・田町駅東口北地区街づくりビジョン（平成 19年 10 月）

緑陰モール

○緑陰モールを軸にした東口街づくりに沿った計画　 ○新しい街並みを形成する施設デザイン　

○ＴＧＭＭ、愛育病院とのスマートエネルギーネットワーク構築
　自然エネルギーや地下トンネル水などの再生エネルギーを利用しながら、
田町駅東口北地区内で電力、熱の供給網を整備し、エネルギー運用を最適化
する先駆的な取り組みをしています。みなとパーク芝浦では需要家サイドと
して大温度差送水やエネルギー源高効率運転の実現を図っています。

　スマートエネルギーネットワークと施設の負荷低
減策 ( 低炭素 :1990 年比 45%以上削減 ) が評価され、
2010 年国土交通省「住宅・建築物省 CO2先導事業」
に採択されています。

○国土交通省「住宅･建築物省ＣＯ２
　先導事業」に採択　　 　　

「木と緑と区民の営み」が感じられ、適度なスケールに分節された集合体としての外観デザインを行っています。　

みなとパーク芝浦

歩道を

駅とつながり区民活動の場にもなるペデストリアンデッキ

　みなとパーク芝浦は、隣接街区開発
や道路整備を含む東口北地区段階開発
の一部に位置付けられています。

45％削減
2012 年

（本計画建物）

1990 年

熱源

空調搬送

照明

換気
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※

低炭素
パッシブとアクティブ両方の施策をバランスよく取り入れ、

○「風の道」を活かした
　自然換気計画　

○無空調快適空間「ゼロカーボンアトリウム」　　

○環境シンボルとしての ESC タワー
　重力換気と風力換気を組合せた自然換気システムと
夏場・日中の陽射しを遮るよう設計された再生木ルー
バーにより、中間期は無空調で快適性を保ちます。

○大空間における自然換気
　スポーツ施設の大空間では、階段室や専用
に設けたチムニー、バランス式重力換気窓を
用いて、全室積極的な自然換気行っています。

※田町駅東口北地区
　公共公益施設低炭素化
　計画（H21 ／港区）

避難階段を利用して重力換気を行うサブアリーナ

・快適性を評価する指標として SET* を用いています。

30.5℃／ SET*

⇒不満足者率 12％

20.0℃／ SET*

⇒「やや涼しい」体感

夏期（7月）

　施設の中心にあるアトリウムは、外部空間の延長として夏季・中間期
に極力空調なしで快適性を保つことができる設計になっています。

 サブアリーナ置換空調の検証

光ダクト導入後　
床面照度シミュレーション
　（アトリウム平面）

風圧分布

 再生木ルーバーによる日射制御（夏季：6月～ 9月　10時前後～ 14 時前後） 内部気流イメージ 給排気モデル

・送風やミスト機能を伴い、無空調空間
の快適性を高める VeLMタワー ( 気流発
生装置 ) を新規開発しています。

・光ダクトとトップライトを伴った自然 採光計画
自然光の導入されにくい空間形状を克服するため、光ダクト
によりアトリウム内に自然光を配光します。

・風環境シミュレーション /風圧分布確認
を伴った開口配置～給排気計画　

　自然換気計画に際しては、風環境  シミュ
レーションを行い、風圧分布を確認した上
で給排気口の位置を設定しています。

全館

制御

▲   5.6％
▲   1.1％
▲ 21.5％
▲ 17.8％

パッシブ手法等の採用　　 
再生可能エネルギー利用　   
高効率システム・機器の利用  
スマートエネルギー利用　　

○みなとパーク芝浦における環境施策

イトを伴った自然 採光計画
空 形状を克服す ため

再生木ルーバーに

送 や ト機能を伴 無空調空

10 時前後～ 14 時前後）

を利用しを利用し

※田町駅東口北地区
　公共公益施設低炭素化
　計画（H21 ／港区）

して重力換気を行うサブうサブブアリーアリーナナして重力換気を行

と
ー

日射よる 射制御（夏季：6月～ 9月
・河川風の有効活用による空調負荷低減

・ARUP

・ARUP

・ARUP

CO2排出量45%削減　(1990年比)以上を実現しています。

VeLMタワー

側面図

開口＝3－Ø25
ドライミストノズル

ＬＥＤ照明反射板

・ARUP

冬期（1月）

11/16計画の概要 ３

コンセプト・イメージ
空調を行わない半屋外環境でありながら、ま
るで、涼風がそよぐ草原の上、直射を防ぐ木
陰の下に居るような心地よい空間

可動式膜天井による日
射遮蔽と間接光の取入
れ

光ダクトによる
直射光の取り入れ

バランス式換気窓等によ
る自然換気(トップライト
換気は中間期のみ)

卓越風向を利用した外気の取入れ

パーゴラによる
日射遮蔽

-気流発生機能
-ドライミスト(気化熱冷却)
-LED照明

様々な機能を持つ多機能ポール

光ダクトによる直射光の取り入れ

トップライトからの日射取り込み

閉空間とすることによる
屋外からの熱伝達の低減

高断熱による駐車場からの熱伝達の低減

直射光のダイレクトゲイン

夏期

冬期

コンセプト・イメージ
外気に対しては遮蔽した屋内環境とし、
北風や周囲からの冷気を防ぎ、太陽の
光に包まれる心地よい空間



木材利用
450 ㎥を超える国産木材を内外装に用いています。

・施工段階では、港区と協定を結ぶ自治体に対して　
　使用部材を公募し、　優先的に協定自治体の木材を
　利用しました。
・協定自治体より提供される木材ピースを用いた
　レリーフをアトリウムに設置。自治体の増加に伴っ
　て表情が変化します。

・日射遮蔽、プライバシー確保や吸音・防風対策等の
目的で設けられた格子や化粧材の多くには、熱処理を
施した天然木材を用いています。全ての木材は、20年
程度での取り替えを前提としており、原則的にバルコ
ニー側から取り替え可能なディテールとなっています。

・手の届きにくい部位に限っては再生木材を使用して
いますが、いずれ白銀化する天然木との間に違和感が
生じないよう複数の色調の部材を織り交ぜて微妙な風
合いを出しています。

・空間特性に応じた多様なモチーフで大規模ながら変化に富んだデザインを展開しています。

○多様な樹種を多様な使い方で用いた内装計画○みなとモデル二酸化炭素
　固定認証制度のモデルプラン

○方位や部位に応じて異なる
　外装ルーバー・化粧材

1F/リーブラホール

1F/ 区民ギャラリー

　　 

木リブ：アカマツ、カラマツ、ナラ、スギ、ヒノキ、ヒバ、
サクラ、サワラ、焼杉、焼ヒノキ、焼サワラ、うるし
塗スギ（青森県、長野県、岩手県、埼玉県、東白川村）

軒天ルーバー /スギ：（都城市）
床 /スギ（宍粟市）

1F/ 総合支所 /カウンター /ヒノキ
（四万十町）

1F/ アトリウム /レリーフ

レリーフ木材ピース

壁材：ヒノキ練付不燃合板 / 漆風塗装
木リブ：ヒノキ / 漆塗（東白川村）、
椅子：カバ / 漆風塗装（北海道）

天井・柱・長押：スギ、床柱：コブシ、
床板：桧錆丸太、飾棚：スギ漆塗

地袋廻り：ケヤキ

区民ギャラリー /壁 : 木パネル スギ･ヒノキ（東白川村）
　　　　　　　　　  ベンチ：ヒノキ（高山市）

B1F/ 受水槽室 /木製受水槽

5F/ サブアリーナ /壁材：スギ（東白川村）
床材：ナラ（葛巻町）　

2F/ 介護予防活動室、学習室等
/床材：ナラ（葛巻町）

2F/ 天井 / 木ルーバー：スギ集成材
（高山市）

ESC タワー（再生木）

アリーナ棟 /浜松町側
（熱処理天然木：日南市、都城市）

エネルギー棟（熱処理天然木：東白川村）

4F/ 武道場 3( 弓道場 )/ 天井：ヒノキ、壁材：スギ
床材：ヒノキ、トドマツ（紋別市）

7F/ ランニングコ－ス /フェンス：
スギ（隠岐の島町、久万高原町、

新宮市、小国町、都城市）

木格子 ：スギ（久万高原町、
新宮市、都城市、三好市、馬路村）

5F/ アリーナ /壁材：スギ（東白川村）
床材：ナラ（葛巻町）　

6F/ アリーナ /観客席：
ヒノキ（檜原村）

　

4F/ 武道場 2( 剣道場 )/ 床材：アカマツ（葛巻町）

3F/ トレーニングパーク /床材：ナラ（葛巻町）

3F/ 多目的室 /床材：クリ（葛巻町）

1F/ 和室1F/ アトリウム 2F/ ペデストリアンデッキ

3F/ プール

 

1F

2F

3F

4F

5F

6F

7F

8F

RF

4F/ 武道場5・6F/ アリーナ・サブアリーナ

　　 

プール

　癒し　水

リーブラホール

　文化　
アトリウム

　　森　　　

アリーナ・サブアリーナ

　　　緊 張　　 

区民ギャラリー

　木立　

ブ：アカマツ、カラマツ、ナラ、スギ、ヒノキキ、ヒバ、木リブ
ラ、サワラ、焼杉サクラ 、焼ヒノキ、焼サワラ、うるし

塗スギ（青森県、長野県、岩手県、埼玉県、東東白川村）

ノキ
十町）

1F/

1F/ アトリウム

森

天ルーバー /スギ：軒天
床 /スギ

ム /レリーフ

2F/ ストリアンデッキペデス

キ練付不燃合板 / 漆風風塗装
ヒノキ /漆塗（東白川川村）、
カバ / 漆風塗装（北海道）

天井・柱・
床板

1F/ 和室/ 和室1F/ リーブラホール

（都城市）
（宍粟市）

壁材：ヒノキ
木リブ：ヒ
椅子：カ

武道場

　礼

和室

　伝統　
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森の形成
地に足のついた緑化により街区みどり率４０％を達成しています。　
四季を感じられる多様な植栽により、自然な森をつくります。

　　画計の化緑な的体立○　画計構外なか豊緑るよに種樹な様多○
　防水仕様の強化を伴い、屋上緑化を
中心に立体的な緑化計画を行います。

・散策に適した柔らかいランドスケープ

壁面緑化：
成長後のイメージ

浜松町側壁面緑化：
壁面緑化

緑の天蓋を創り出すモール
南側エッジにおいて海辺を
連想させるクロマツ

境界部の緩衝緑地
・保育園前庭の彩り（花・実）を加える特徴的な緑

周囲からのアイストップと
なるシンボルツリー
夏を感じる落葉樹 /
サルスベリ

周囲からのアイストップと
なるシンボルツリー
春を感じる落葉樹 /
シダレザクラ

周囲からのアイストップと
なるシンボルツリー
秋を感じる落葉樹 /カツラ

緑の天蓋を構成する
落葉樹メインの高木混植

常緑樹メインの高木混植 歩道列植（シマトネリコ）とともに
軽やかな緑陰をつくる緑
環境負荷（風）低減に寄与する常緑並木

四季を通じて楽しめる緑
・近隣住宅に呼応する
　ヒューマンスケールな
　樹種構成

基幹道路沿いで地区の
骨格を形成する緑
・田町側のゲート空間
  となる緑の天蓋
・四季を通じて楽しめる緑

・PLACEMEDIA

を様仕てい基に見知の去過・ 
決定した登攀基盤で、大面積
の壁面緑化を行います。

13/16計画の概要 ５

壁面緑化システム

木製ルーバー：t 35 @175 ～700

方立

木製ルーバー：t 35

Stパンチングパネル
溶融亜鉛メッキ
φ210＠300

プランターボックス



(6-1) Lifting-up of B.S.S. Group A 

熱源供給設備の信頼性向上停電対策）、 地下１階機械室の水防化
　　　非常用発電機の燃料備蓄増量

消火ポンプ室の水防化 防災センターの水防化
（重要設備は２階へ移設）

自然換気対応
各階：防犯カメラ、
　  　非常放送設備の防水対策
　　  電力及び弱電系統の防水対策

太陽熱温水パネル：災害時に、避難所へ熱源を供給
太陽光発電：災害時に、避難所へ単独で送電

昇降設備の水防化

地下ピットの浸水対策
液状化対策

燃料ポンプ室の水防化

トイレ等への給水
（プール水の利用）

膜天井による
天井落下防止対策

避難所
災害時対応トイレ
防災備蓄倉庫の分散配置
壁面収納、ベンチ下収納等

特高受電室とサブ電気室の入替
１階サブ電気室 の水防化

地域冷暖房諸室の水防化　
地域冷暖房施設の活用 （停電時に一般回路への電源供給）

Ⅰ

 

１階が水没
（東日本大震災規模の津波による浸水を想定)

（１ＦＬ+5ｍ以上）

１階に浸水
(津波または高潮による浸水を想定)

（1ＦＬ+４０ｃｍ）

１階以上（１階水防室：防災ｾﾝﾀｰ,
サブ電気室　＋２階以上全室）

機能保持対象エリア 地下１階の浸水部諸室を除く全館機能

浸水想定状況

浸水レベル

AP+10m≒２階床面

30cm

GL+1mの浸水

＝AP+4.8mの浸水

≒TP+3.6mの浸水

AP+1.1344m=TP

AP+10mの浸水

≒TP+8.8mの浸水

プール

吸音膜

加圧空調により
塩素の天井内への浸入を防ぐ

天井膜

防災計画
東日本大震災から得た教訓を活かした強靭な施設づくりを行っています。

・災害対策や備蓄スペースの確保により、有事には多くの区民の心の拠りどころとなる施設づくりを行っています。
・大空間を利用した 4,300 人分の避難スペースの確保
・本庁舎代替＋災害対策芝浦港南地区本部　機能の確保
・３日間避難生活可能なバックアップシステム

○区民の安全・安心の向上

○想定外を見据えた水防対策　

○積層する大空間を成立させる構造計画
　～耐震対策　

・災害時は、自然換気・自然エネルギー利用が機能継続の
一翼を担います。

屋上 /風力発電 屋上 /太陽熱温水パネル 太陽光発電+風力発電

を業作場足、て立組を根屋でルベレアロフプッアトフリ
無くしています。

屋上 /太陽光発電

・外ブレース構造によって積層する大空間を実現しています。

・アリーナにおける張弦梁の採用により工程短縮、安全性・品質
の向上を図っています。

・プールにおける幕天井の採用により、塩素から躯体を守り、
落下の危険性を少なくしています。

・３段階の浸水レベル想定を行い、1Fが水没しても4300人が3日間 避難生活を送れる計画としています。

25m

21
m

21
m

18
m
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シール

シリコンスポンジ

メンテナビリティ
利用者が一定の関わりを保ちながら長持ちさせる施設づくりを行っています。

・バルコニーの設置やセットバック、開閉窓の組合せ等により清掃しやすい計画にしています。

○メンテナンスバルコニーを軸にした清掃・更新しやすいデザイン　 ○自然素材やメンテナンス性に優れた材料の使用により、経年による風合いが
　増す施設デザイン　　

・木ルーバー・膜材については、手入れを前提とする計画である為、内側から目視確認、交換できる
   ディテールとしています。

・バルコニーから交換可能な膜材

・バルコニーから交換可能な木ルーバー

・ＰＣの等圧化による止水性向上と汚れ防止

・研出し PC版や木材をはじめ、風合いが増す自然素材を積極利用

・長い間美しさを保つ設え ・コーナーを守る設え

・手の届きにくい部位には、メンテナンスフリーな ALパネルや再生木材を利用

立面

立面

断面

断面詳細

7みなとパーク芝浦　計画の概要

膜材

木ルーバー :
85x30@175

木ルーバー :
t35@175～700
（縦使い）

木ルーバー :t35@700（縦使い）

縦枠：St L-60x60x3.2t(リン酸処理)

木ルーバー :
t35（横使い）

テナンスフリ な ALメンテナンスフリリーな ALパネルや再生パネルや再生パネル、、

・長い間美しさを保つ設

・手の届きにくい部位手の届きにくい部位

設え

には、メンテ、メンテには、、メ

方立

溝型鋼

PC版

浜松町側一般部木ルーバー（縦使い）
断面詳細図

田町側膜材取付部
断面詳細図

下部側　断面詳細図
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区民参画
区民と共に成長する施設づくりが行われています。

・５０回を超える区民ワークショップや
　パブリックコメントを通じて整理され
　た基本計画　 

・基本構想～現場段階に至るまで、区民の
方々に参画頂きながら計画を進めました。

○区民参画による設計プロセス ○区民の展示・発表の場としての
　施設づくり

○国際化が進む地域で日本文化を
　伝える設え

会学見・会明説ので階段理監事工～計設・ 
　の実施

・魚タイル
 （裏面に関係者の名前を記入）

  さじ感を和に所随　めじはをルーホラブーリや室和・ 
    せる設えを施しています。

・区民の発表の場としてのリーブラホール

・区民展示の中心：区民ギャラリー
　展示・発表の場を設けるのみならず、施設のどこでも　
　気軽に日頃の成果を PRできる設えにしています。

・各所に施された展示・発表への備え

○区民の活動を表すサイン計画

・施設毎のテーマカラーを反映したストライプ
　モチーフにより、デザインされています。

・自然を映し、木に映える透明感のあるデザインです。

したストライプ
れています。

施設毎のテーマカラーを反映し
モチーフにより、デザインさ

然を映し、木に映える透明感

映し
され

感然を映し、木に映える透明

イル

区民の発表の場としてのリーブラホール

各所に施された展示・発表への備え

展示・発表の場を設けるのみならず、施設のどこでも　
気軽に日頃の成果を PRできる設えにしています。

区民の発表の場としてのリーブラホール

現表の長成や季四たしとフーチモを画本日るけおにムウリトア・  ・アトリウムにおける

壁の一部を正面から見ると、
四季と成長をテーマにした
絵が隠れています。

E: 参照絵画 /紅白梅図屏風
（尾形光琳）

D: 参照絵画 /月に秋草図屏風　　  
( 俵屋宗達 )

C: 参照絵画 /蔦の細道図屏風
( 俵屋宗達 )

A: 参照絵画 /白梅図屏風 ( 琳派 )

B：参照絵画 /松桜図屏風
( 俵屋宗達 )
桜図屏風B：参照絵画 /松桜

・井原理安デザイン事務所

感のあるデザインです。感

・井原井原・井原理安デ理安デ理安デザインザインザイン事務所事務所事務所

○全館 LED照明＋太陽光発電による照明負荷の低減と発電電力の供給
・プール照明と非常用照明以外全ての照明に LEDを採用し、照度センサー制御を伴って省エネ化を図っています。
・四季による色の変化や、風と連動した動きが楽しめるライティング計画。点滅を伴った演出により消費電力を抑えています。

  

田町駅側膜ルーバー演出照明
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